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370年余りの伝統をもつ「よいとまかせ」（淀江町）　 毎年５月３日、華やかな時代絵巻がくりひろげられます
関連記事…Ｐ２「特集：よいとまかせ」



　

370
年
以
上
前
か
ら
淀
江
町
で

伝
え
ら
れ
て
き
た
「
日
吉
神
社

神
幸
神
事
」。「
よ
い
と
ま
か
せ
」

と
も
呼
ば
れ
、
地
域
の
人
た
ち

に
と
っ
て
大
切
な
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
毎
年
５
月
３
日

に
行
な
わ
れ
る
「
よ
い
と
ま
か

せ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
よ
い
と
ま
か
せ
」
と
は
、「
よ

い
と
ま
か
せ
」
が
地
域
に
も
た

ら
し
て
く
れ
る
も
の
は
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
「
よ
い
と
ま

か
せ
」
は
…
。

　

日
吉
神
社
神
幸
神
事
保
存
会

事
務
局
の
湯
浅
隆
司
さ
ん
に
お

話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
よ
い
と
ま
か
せ
」
と
は
…

Ｑ
．
何
故
、「
よ
い
と
ま
か
せ
」
と

い
う
の
で
す
か
？

湯
浅
氏　

こ
の
行
事
の
正
式
な
名

称
は
「
日
吉
神
社
神
幸
神
事
」
と

い
う
ん
で
す
が
、
行
列
が
練
り
歩

く
と
き
の
「
え
ん
よ
い
や
な
、
え

ん
よ
い
と
ま
か
せ
、
さ
さ
さ
、
さ
ー

よ
い
と
ま
か
せ
」
と
い
う
掛
け
声

か
ら
、
通
称
「
よ
い
と
ま
か
せ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
掛
け
声
は
、「
い
い
世
の
中

だ
な
、
さ

あ
、
も
っ

と
い
い
世

の
中
で
あ

り
ま
す
よ

う
に
」
と

い
う
意
味

の
よ
う
で

す
。

Ｑ
．
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で

す
か
？

湯
浅
氏　

正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
日
吉
神
社
に
残
っ
て
い

る
記
録
に
よ
る
と
、
寛
永
14
年

（
１
６
３
７
年
）
以
前
か
ら
あ
っ
た

よ
う
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
370
年

以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。



　

江
戸
時
代
に
は
た
び
た
び
中
断

し
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
た
び
に

藩
主
に
願
い
出
て
復
興
し
た
そ
う

で
す
。
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
年
）

以
降
は
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た

の
で
す
か
？

湯
浅
氏　

く
わ
し
い
起
源
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
山
、

あ
る
い
は
日
御
碕
神
社
と
の
間
に

行
な
わ
れ
た
御み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

人
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い

Ｑ
．
ど
ん
な
行
事
な
の
で
す
か
？

湯
浅
氏　

200
人
以
上
の
氏
子
が
江

戸
時
代
の
神
事
の
装
束
で
行
列
を

つ
く
り
、
皆
の
幸
福
を
祈
り
な
が

ら
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

元
々
、
神
事
で
す
の
で
、
昔
は
、

移
動
す
る
行
列
に
地
域
の
人
た
ち

が
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
し
た
。

　

今
は
、「
い
い
世
の
中
に
な
り
ま

す
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、「
健

康
で
あ
り

ま
す
よ
う

に
」「
学
校

で
の
成
績

が
あ
が
り

ま
す
よ
う

に
」
な
ど
、

地
域
の
皆

の
身
近
な
願
い
を
込
め
な
が
ら
町

内
を
練
り
歩
き
、
地
域
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
行
事
に
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
行
列
に
は
子
ど
も
た
ち
が
多

く
参
加
し
て
い
ま
す
ね

湯
浅
氏　

そ
う
で
す
ね
。
小
中
学

生
を
は
じ
め
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
子
ど
も
た
ち
も
含
め
、

参
加
す
る
氏
子
の
数
が
減
り
、
行

事
の
規
模
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、「
こ
の
ま
ま
で
は
こ
の

行
事
を
伝
承

で
き
な
く
な

る
。
子
ど
も

た
ち
を
も
っ

と
参
加
さ
せ

よ
う
。」
と

の
声
が
あ
が

り
、
19
年
前

に
「
こ
ど
も

よ
い
と
ま
か
せ
」
を
つ
く
り
ま
し

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し

て
い
れ
ば
、
大
人
に
な
っ
て
も
自

然
に
参
加
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う

素
朴
な
発
想
で
す
。

　

お
か
げ
で
今
で
は
、
こ
の
地
域

を
離
れ
て
暮
ら
す
当
時
の
子
ど
も

た
ち
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
事
に
参
加

す
る
た
め
に
帰
省
し
て
く
れ
ま
す
。

普
段
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族

や
親
せ
き
、
友
人
た
ち
に
も
会
え

ま
す
し
ね
。

　

ま
た
、
７
年
前
に
文
部
科
学
省

の
補
助
で
神
事
の
道
具
を
新
調
し

た
際
に
、
各
地
区
の
保
存
グ
ル
ー

プ
が
連
携
し
て
、
神
事
全
体
の
保

存
会
で
あ
る
日
吉
神
社
神
幸
神
事

保
存
会
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
…

Ｑ
．
も
っ
と
多
く
の
観
光
客
を
呼

べ
る
の
で
は
？

湯
浅
氏　
「
よ
い
と
ま
か
せ
」
は
、

地
域
に
し
っ
か
り
根
付
い
た
、
地

域
の
皆
が
誇
り
に
思
っ
て
い
る
伝

統
行
事
で
、
決
し
て
観
光
資
源
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
域
の

伝
統
行
事
と
し
て
後
世
に
受
け
継

い
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

た
だ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

370
年
以
上
も
伝
承
し
て
き
た
こ
の

行
事
を
、
多
く
の
人
に
見
て
い
た

だ
き
た
い
し
、
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と

思
っ
て
い

ま
す
。
こ

の
行
事
を

見
る
こ
と

で
、
人
や

地
域
の
ふ

れ
あ
い
の

素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
、
旧
淀
江
町
と
旧
米
子
市

が
一
緒
に
な
っ
た
の
で
、
旧
米
子

市
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
一
度
「
よ
い

と
ま
か
せ
」
を
見
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な

伝
統
行
事
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

「
よ
い
と
ま
か
せ
」
は
、
５
月
３
日

㈰
の
午
後
２
時
か
ら
、
日
吉
神
社

（
淀
江
町
西
原
：
淀
江
文
化
セ
ン

タ
ー
裏
）
で
始
ま
り
ま
す
。

日吉神社神幸神事保存会
事務局　湯浅隆司氏
米子市企画部総合政策課長。
企画・中心市街地活性化・
交通・国際交流などの幅広
い分野をカバーする総合政
策課に勤務。持前の機動力
とバイタリティで、多くの
課題に取り組む。
1955年生まれ、53歳。
趣味はサッカー。

取材memo
取材を通じて、私たちが住
むそれぞれの地域に伝わる
伝統行事や催事に、子ども
や若者はもちろん、皆が積
極的に関わることが必要だ
とあらためて感じました。
きっとそこで、時代ととも
に忘れかけられている人や
地域の温もりが見つかるは
ずです。



　

３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
平

成
21
年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。
本
年
４
月
に
市
長
選

挙
を
控
え
て
い
た
た
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
経
費
や
、
特
に
急
を
要

す
る
経
費
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
必
要
最
小
限
の
「
骨
格
予

算
」
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。 

　

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
平
成
20
年
度
か
ら
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
た
「
健
全
化

判
断
比
率
」
の
改
善
に
向
け

て
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大

限
有
効
に
活
用
し
て
、
子
育
て

に
対
す
る
支
援
や
、
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
の
確
保
、
教
育
環

境
の
整
備
な
ど
、
市
民
が
い
き

い
き
と
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　

特
に
、
雇
用
・
経
済
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
緊
急
地
域
雇

用
創
出
事
業
を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
「
緊
急
雇
用
対
策
事
業
」

を
実
施
し
、
雇
用
の
創
出
に
努

め
る
な
ど
、
米
子
市
の
経
済
の

安
定
と
雇
用
の
確
保
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（△はマイナス）
区 分 予 算 額 対前年度比

市 税 190億 1,762万円 △ 2.8％
諸 収 入 44億　516万円 △ 8.4％
使用料及び手数料 12億 6,554万円 △ 1.7％
分担金及び負担金 ９億 9,502万円 2.1％
財 産 収 入 ほ か ３億 3,062万円 △ 1.4％
繰 入 金 2,649万円 △ 3.3％
地 方 交 付 税 86億 5,259万円 4.1％
国 庫 支 出 金 45億 1,108万円 △ 3.0％
市 債 27億 5,458万円 △ 10.3％
県 支 出 金 30億 2,926万円 3.1％
譲 与 税・ 交 付 金 26億 9,504万円 △ 8.1％
合 計 478億 8,300万円 △ 2.5％

（△はマイナス）
区 分 予 算 額 対前年度比

民 生 費 158億 8,983万円 2.3％
公 債 費 85億 1,629万円 △ 0.1％
総 務 費 72億 2,743万円 △ 7.4％
商 工 費 40億 7,405万円 △ 4.9％
土 木 費 39億 3,871万円 △ 14.6％
教 育 費 33億 4,458万円 6.2％
衛 生 費 29億 29万円 △ 8.7％
農 林 水 産 業 費 10億 8,209万円 △ 3.5％
議 会 費 ３億 6,520万円 7.5％
そ の 他 ３億 4,453万円 △ 1.9％
合 計 476億 8,300万円 △ 2.5％

【財政用語の解説】
地 方 交 付 税 収入が少ない市町村でも一定水準の行政サービスを提供できるようにするため、国から交付されるお金
国 庫 支 出 金 資金の使い道を指定して地方自治体に国から交付されるお金
譲与税・交付金 国が徴収した税の一部を、一定の基準で地方自治体に配分するお金
民 生 費 障がいのある方や高齢者に対する福祉の充実、子育て支援などのためのお金
公 債 費 借入金返済のためのお金
総 務 費 庁舎や財産の維持管理、戸籍の管理、税金の徴収などのためのお金
商 工 費 商工業・観光の振興のためのお金
土 木 費 道路、河川、公園の整備や維持管理などのためのお金
教 育 費 小中学校などの施設の整備や維持管理、文化の振興などのためのお金
衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理などをするためのお金



（１）子育てを応援し、お年寄りが元気な米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

　　　乳幼児健康診査事業 2,979万円
　　　妊婦健康診査事業 １億 803万円
　　　　…健康診査回数を５回から 14回に拡大
　　　がん検診事業 ２億8,230万円
　　　予防接種事業 １億2,522万円
　　　特別医療助成事業 ７億2,404万円
　　　放課後児童対策事業(なかよし学級)
　　　　…大篠津小学校に新規開設

8,209万円

　　　保育所措置事業（公立・私立） 31億2,554万円
　　　私立幼稚園運営費補助金 4,367万円
　　　私立幼稚園就園奨励費助成事業 8,150万円
　　　私立幼稚園第三子保育料軽減事業 860万円
　　　居宅介護給付事業 ６億2,929万円
　　　地域活動支援センター運営事業 2,507万円
　　　聴覚障がい者生活支援事業 260万円
　　　高齢者ライフサポート事業 731万円

（３）活力みなぎる米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

　　　チャレンジプラン支援事業 1,570万円
　　　農地・水・環境保全向上対策事業 609万円
　　　単市土地改良事業 4,228万円
　　　新農業水利システム保全対策事業 6,666万円
　　　次世代鳥取梨産地育成事業 315万円
　　　企業等農業参入促進支援事業 258万円
　　　多様な集落営農支援事業 180万円
　　　商工業振興資金貸付事業 34億6,853万円
　　　にぎわいのある商店街づくり事業 210万円
　　　エコツーリズム推進事業 60万円
　　　米子がいな祭補助事業 576万円
　　　道路維持補修事業 １億2,683万円
　　　道路新設改良事業 １億円
　　　広域行政管理組合負担金 29億8,659万円
　　　バイオマスタウン推進事業 750万円
　　　境港市内米子市観光案内所事業 650万円
　　　ヘルスツーリズム開発事業 750万円
　　　映画「銀色の雨」観光 PR 事業 220万円
　　　観光地美化事業 300万円
　　　下町観光等実態調査事業 140万円
　　　中心市街地移動実態調査事業 378万円
　　　中心市街地空家空地調査事業 600万円
　　　中心市街地総合情報発信事業 466万円
　　　中心市街地空き店舗活用調査事業 327万円

＊緊急雇用…緊急雇用対策事業

（２）ゆとりある心豊かな米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

　　　人権教育推進員等設置事業 2,613万円
　　　男女共同参画センター運営事業 1,361万円
　　　小学校における英語活動拠点校推進事業 45万円
　　　小学校耐震補強事業 1,471万円
　　　　…成実小学校屋内運動場
　　　中学校耐震補強事業 １億 971万円
　　　　…加茂中学校特別教室棟
　　　淀江小学校プール改築事業 １億4,374万円
　　　養護学校耐震補強事業 3,670万円
　　　公会堂整備事業 853万円
　　　小学校1,2年生 30人学級実施事業 4,800万円
　　　中学校1年生 33人学級実施事業 1,400万円
　　　にこにこサポート支援事業 1,127万円
　　　スクールソーシャルワーカー活用事業 1,000万円
　　　公民館運営費 ３億1,085万円
　　　埋蔵文化財センター整備事業 1,025万円
　　　史跡上淀廃寺跡保存整備事業 4,900万円
　　　学校給食運営事業 ３億1,614万円
　　　学校いきいき支援事業（ＩＴ推進支援等） 2,442万円
　　　米子城跡環境整備事業 313万円
　　　史跡上淀廃寺跡管理活用事業 137万円
　　　史跡等環境整備事業 206万円
　　　歴史資料整理事業 350万円
　　　ぽい捨て禁止等対策事業 35万円
　　　家庭系生ごみ減量化事業 303万円
　　　分別収集事業 ５億5,667万円
　　　ごみ有料化事業 9,216万円
　　　震災に強いまちづくり促進事業 642万円
　　　安心安全情報ネットワーク事業 33万円
　　　犯罪被害者支援事業 30万円
　　　公害対策事業 40万円
　　　中海水質保全対策事業 63万円
　　　米子水鳥公園運営事業 3,545万円

（４）みんなのための市役所
主な事業（一般会計） 予 算 額

　　　広報よなごの発行 1,541万円
　　　まちづくり活動支援事業 212万円
　　　自治基本条例策定事業 463万円
　　　ふるさと納税推進事業 92万円
　　　行財政改革の推進　 51万円
　　　住民税エルタックスシステム運用事業 335万円
　　　国民投票関連事業 135万円
　　　市民税公的年金特別徴収収納システム改修事業 2,961万円

◆会計別でみた予算 （△はマイナス）
区 分 平成21年度当初予算額 平成20年度当初予算額 対前年度比

一 般 会 計 476億8,300万円 488億9,800万円 △ 2.5％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 147億8,366万円 138億　970万円 7.1％
南 公 園 事 業 681万円 681万円 0.0％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 2,438万円 2,907万円 △ 16.1％
土 地 取 得 事 業 1,543万円 1,543万円 0.0％
下 水 道 事 業 61億2,260万円 65億5,063万円 △ 6.5％
高齢者住宅整備資金貸付事業 57万円 57万円 0.0％
老 人 保 健 事 業 １億2,612万円 12億6,831万円 △ 90.1％
駐 車 場 事 業 ２億1,661万円 ２億2,544万円 △ 3.9％
農 業 集 落 排 水 事 業 ７億8,039万円 ７億6,502万円 2.0％
流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 １億5,743万円 ４億6,378万円 △ 66.1％
市 営 墓 地 整 備 事 業 4,672万円 4,759万円 △ 1.8％
介 護 保 険 事 業 100億5,892万円 97億6,465万円 3.0％
市 営 墓 苑 事 業 209万円 130万円 60.5％
後 期 高 齢 者 医 療 14億6,357万円 15億5,940万円 △ 6.1％
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平成20年度米子市文化奨励賞
『今出和史』さんと『ミュージカル劇
団ゆめ』に米子市文化奨励賞贈呈！
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米子市民自治基本条例検討委員会からのお知らせ
「あなたの意見で未来をつくろう会」の参加者を募集します

「米子市民自治基本条例検討委員会」では、米子市民と一緒に、将来に向けて米子でもっ
と幸せに暮らしていくために、「米子市民自治基本条例（まちのルール）」をつくる作業
を行なっています。
条例をつくるためには、たくさんの市民の方からの
意見を聴いて、その意見を盛り込む作業が必要です。
検討委員会では、公民館をはじめ、いろんな場所に
出かけていき、皆さんから「よなごのよいところ」
や「気になるところ」、「どうしたら米子がよくなる
か」「そのためにあなたができそうなこと、誰かと
一緒にできそうなこと」について、たくさんの意見
を聴くために、「あなたの意見で未来をつくろう会」
を開催しています。集まることが難しい団体や個人に対しては、アンケート調査も行なっ
ています。

「あなたの意見で未来をつくろう会」でいただいた意見は、平成21年3月31日現在で、約 2,400件です。約 400人に参加を
いただきました。あなたの住んでいる自治会や職場、またはお友達を集めて、検討委員と一緒になって、意見を出しあって
みませんか。
■申込方法　米子市民自治基本条例検討委員会事務局（協働推進課内）に、電話
でお申し込みください。
■応募資格　６月末までに実施が可能な 20人程度までのグループ
■会の開催日時　ご希望の日、時間帯があれば、ご相談ください。所要時間は
１時間から２時間程度。
■会の開催場所　ご希望の場所があれば、ご相談ください。
■問い合わせ　協働推進課　（☎２３－５３７１）

米子市消費生活審議会の委員を募集します
米子市の消費者行政の充実を図るための方策について協議していただく
委員を募集します。
■募集人数・応募資格　１人・平成21年５月１日現在、満20歳以上で市
内に在住または通勤・通学している方
■応募方法　委員に応募する理由、動機及び消費者をとりまく問題につ
いての考えを 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号をご記
入の上、郵送、ＦＡＸ、電子メールにより、下記までご応募ください。（用
紙は、原稿用紙、便箋またはＡ４程度の大きさの用紙のいずれか）
■応募期間　29日（金）まで（当日必着のこと）
■選考方法　応募書類をもとに書類選考
■応募・問い合わせ
　〒 683-8686　米子市加茂町１－１　米子市役所　協働推進課
　☎２３－５３７３　FAX ２３－５３５４
　Ｅメール　kyoudou@yonago-city.jp

消費生活審議会とは…
消費者行政の適正な運営を図るため、米子市消費生活条例に基づき
設置されており、消費生活行政に関する重要事項などを審議します。
今回公募する委員のほか学識経験者、各種団体の代表者などで構成
されます。
任期は２年間で、審議会は年に２回、２時間程度の会議となります。

米子市配偶者暴力等被害者
特別支援金事業について

配偶者や親族などの暴力・虐待から逃れて
おり、居住地に住民票が異動できず、定額
給付金や子育て応援特別手当を実質的に受
け取ることが出来ない方に特別支援金を給
付します。
相談は福祉政策室（☎２３－５５４０）まで。

定額給付金の申請は
お済みですか？

申請書に必要事項をご記入のうえ、「世帯主
本人が確認できる書類の写し（運転免許証、
健康保険証など）」、「振込口座の預金通帳等
の写し」を添付して、郵送してください。
申請期限は、平成21年９月24日（木）です。
なお、６月１日以降の現金支給をご希望の方
も、事前に申請が必要です。（定額給付金窓
口で申請と同時に現金をお渡しすることは
できません。
■定額給付金事業実施本部（☎２３－５５８５）



米子市まちづくり活動支援交付金事業を募集します
　市内で活動する団体が、地域の課題解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を応援します。
■応募資格
　市内で主に活動する５人以上で構成（過半数が市内に在住、通勤又通学）し、会則または規約などのある団体
　（ただし、宗教的活動、政治的活動を行なう団体、市税などを滞納している法人は除きます。）
■募集する事業
　自主的・継続的に取り組むまちづくりのための非営利活動で、次のいずれかに該当するもの。

①地域課題の解決など、住みよいまちづくりのために行なう事業
　（環境美化活動、社会福祉活動、防犯活動、交通安全活動など）
②地域の特色を生かしたまちづくりのために行なう事業
　（産業や文化、芸術、スポーツ振興などでの地域の特色を生かした地域活性化のための活動）
③その他、まちづくりの進展のための事業

《対象とならない事業》
・ 国・県・市及び公益法人から他制度による補助、助成
　または委託を受けている事業
・ 政治活動、宗教活動又は営利活動を目的とする事業
・ これまでこの交付金を受けた団体が行なう、交付金対象
　となったものと同じ事業
■交付金
　１団体１事業とします。交付金の種類は２つあります。

◆ちょっこし活動コース
　交付金対象経費の相当額（上限８万円）  
　※これまでに交付金を受けたことのある団体はこのコースへの申請はできません。
◆がいな活動コース
　交付金対象経費の３分の２以内（上限30万円）１年以上の活動実績のある団体が申込み可能です。

　　※事業収入（入場料、売上金等）がある場合は、交付金対象経費から差し引きます。

▼交付金対象経費　チラシ・ポスターの作成費、材料・消耗品の購入費など。
　※団体の運営費や飲食費などは対象外です。
■申込方法　交付申請書、事業計画書、事業収支予算書、団体の概要調書を、協働推進課（市役所本庁舎４階）に直接提出
してください。申込書類は、協働推進課、淀江支所、各公民館にあります。また、「米子市ホームページ」からダウンロー
ドもできます。
■申込締切　６月８日（月）
■選考方法　書類審査終了後、審査委員会で、応募団体に事業内容の説明発表をしていただきます。主体的な活動、公益性、
継続性、事業費の妥当性などをポイントに審査委員が採点し、その結果をふまえ、米子市が決定します。審査会は６月下旬
頃の予定です。応募団体に別途通知します。
■問い合わせ　協働推進課（☎２３－５３７５）

丸京製菓から「どらドラパーク米子」美化活動資金の寄付をいただきました
　「どらドラパーク米子」のネーミングライツ・スポンサーである丸京製菓株式会社から、「どらドラパーク米子」美化活
動資金として、124,490円の寄付をいただきました。
　これは、同社が昨年 11 月から「どらドラパーク米子」のネーミングライツ・スポンサーとなったことを契機として、
市内の販売店舗で３か月間の「どらドラパーク米子」美化基金セールを実施され、その売上げの一部を「どらドラパーク
米子」美化活動資金に充てるよう寄付していただいたものです。
　３月24日に行われた贈呈式では、同社から、今後も継続して「どらドラパーク米子」美化基金セールを実施し、３か月
ごとに米子市に対し同様の寄付をするほか、定期的に同社社員による「どらドラパーク米子」のボランティア清掃を実施
する旨の申出があり、市長から、その活動に敬意を表するとともに、厚くお礼を申し上げました。
　米子市では、いただいた寄附金を有効に活用し、「どらドラパーク米子」の美化に努めてまいります。



　
　本作は発表当時から今日まで高く評価
されている植田の戦前の代表作です。
　この作品を見て、二人の人物を横長の
画面両端に大胆に配置する構図にまず驚
かれるのではないでしょか。
　砂浜を舞台に、画面左の台形の大きな
影の中に佇む、飄々とした笑顔の茶谷老
人に対して、向かって右側でカメラを前
に緊張しているのか、思春期特有のかた
くなな表情の少女が、対照的な存在とし
て表現されています。
　この二人の姿からは、世代間の隔たり
からくる、お互いに分かり合えないもど
かしさや、父娘間の微妙な距離感と、その隔たりの向こうに潜む“親子の情愛”といった奥深い心理描写が、
作品の題名をはじめとした、植田の繊細な表現の中に描き出されています。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

　

米
子
市
で
は
、「
差
別
を
な
く
し

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
地
区
の
人
権
・
同
和

教
育
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、
自
治

会
や
公
民
館
等
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
小
地
域
懇
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
地
域
懇
談
会
は
、
地
域
に

お
け
る
身
近
な
学
び
合
い
の
場
と

し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
ビ
デ
オ

な
ど
の
資
料
を
活
用
し
て
、
そ
れ

に
つ
い
て
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
を
行
う
学
習
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

昨
年
度
小
地
域
懇
談
会
に
参
加
さ

れ
た
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、

●
自
分
を
振
り
返
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
。

●
他
人
の
た
め
の
学
習
で
は
な
く
、

自
分
の
た
め
に
す
る
学
習
だ
と
気
づ

い
た
。

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

は
、
自
分
の
人
権
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
の
中

で
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
気

づ
か
ず
に
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
問

題
を
正
し
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
こ
と
に

よ
り
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社

会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

今
年
度
も
各
地
域
で
小
地
域
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
懇
談
会
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
人
と
顔
を
あ
わ
せ
て

話
し
合
う
こ
と
が
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
も
、
地
域

社
会
の
一
員
で
す
。
各
地
域
で
行

わ
れ
る
小
地
域
懇
談
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
人
権
政
策
課

　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



く
ら
し
の

情
報

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

11
日
㈪
、
６
月
１
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
件
30
分
。

要
予
約
。
毎
月
１
回
開
催
。

と
き　

26
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約　

鳥
取
県
西

部
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
34
―

２
６
４
８
）、
米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

お
買
い
物
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ

ル
や
架
空
請
求
な
ど
、
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
室

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

●
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
、
無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階

●
法
律
相
談

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

ご
存
知
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生

委
員
法
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら

て
お
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱

さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

一
定
の
担
当
地
区
を
受
け
持
ち
、

地
域
や
関
係
す
る
機
関
と
の
連
携

を
と
り
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の

相
談
・
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
は
児

童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
高
齢
者

の
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
、
健
康
・
医
療
に

関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
主
に
地
域
の
子
ど
も
た

ち
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
支
援

活
動
を
行
な
う
主
任
児
童
委
員
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
マ
ー
ク

幸
せ
の
芽
生
え

で
あ
る
四
つ
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
に
民
生
委
員
の

「
み
」
の
字
と
児
童
委
員
を
示
す

双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
鳩
の
形
で
、
愛
情

と
奉
仕
を
表
し
て
お
り
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
身
に
つ
け
て
い

る
バ
ッ
チ
は
、
こ
の
マ
ー
ク
を
か

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
民
生
児
童

委
員
協
議
会
事
務
局　

福
祉
政
策

室
（
☎
23
―
５
５
４
１
）

　

固
定
資
産
税
の
課
税
資
産
明
細

書
と
納
税
通
知
書
を
一
体
化

納
税
者
の
方
に
、
課
税
の
内
容
に

つ
い
て
よ
り
わ
か
り
や
す
く
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

別
々
に
お
届
け
し
て
い
た
固
定
資

産
税
の
「
課
税
資
産
明
細
書
」
と

「
納
税
通
知
書
」
を
一
体
化
し
ま

す
。
５
月
中
旬
ご
ろ
に
は
お
手
元

に
届
き
ま
す
の
で
、
課
税
の
内
容

に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

固
定
資
産
税
課

（
☎
23
―
５
１
１
２
）

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
、
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３

時
に
、
☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
離
婚
・

悪
徳
商
法
被
害
・
交
通
事
故
な
ど
、

行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き
２
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

行政相談
国など役所へのご要望、ご意見につ
いて行政相談委員が相談に応じま
す。予約不要です。

▼と き
７日（木）、18日（月）、６月３日（水）

▼ところ
市役所本庁舎４階 402会議室
※いずれも午後１時～４時
■問い合わせ
協働推進課（☎ 23―５３７３）

春の行政相談週間
５月18日（月）～ 24日（日）

総務省では、行政相談・行政相談委
員制度をより多くの方に知っていた
だき、利用していただくために毎年
「春の行政相談週間」を実施してい
ます。
市役所の仕事や手続き、サービスな
どでお困りの場合は行政相談員にご
相談ください。
　また、総務省鳥取行政評価事務所
（鳥取市富安２丁目）でも随時相談
を受け付けています。

▼行政苦情 110番
☎０５７０－０９０１１０

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す



　

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え

水
道
の
使
用
量
を
測
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
い
て
定

期
的
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
約
１
万
４
百
世
帯
の
水

道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
替
え
作
業
で
宅
地
内
に
立
ち

入
り
ま
す
が
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
ご
不
在
の
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

取
替
え
済
み
の
お
知
ら
せ
を
、
郵

便
受
け
な
ど
に
入
れ
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
取
替
え
後
は
、
一
時

的
に
空
気
や
濁
り
水
の
出
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
水
を
流

し
て
い
た
だ
く
な
ど
気
を
つ
け
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
取
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

局
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

無
料
で
行
な
い
ま
す
。

■
水
道
局
給
水
維
持
課

　
（
☎
32
―
６
１
１
１
）

　

広
告
主
募
集
！

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
各
種
通

知
書
発
送
用
封
筒
の
広
告
主
を
募

集
し
ま
す
。

封
筒
の
サ
イ
ズ

縦
12
セ
ン
チ
、
横
20
セ
ン
チ

作
成
枚
数　

４
万
枚

使
用
時
期

平
成
21
年
７
月
～
平
成
22
年
６
月

広
告
の
場
所

封
筒
の
裏
面
を
４
分
割
し
て
掲
載

１
枠
の
サ
イ
ズ

縦
５
・
３
セ
ン
チ
、
横
８
セ
ン
チ

広
告
掲
載
料

１
枠
あ
た
り  

５
万
円

（
封
筒
作
成
時
に
一
括
払
い
）

募
集
期
間　

１
日
㈮
～
22
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
（
☎
23
―
５
１
２
２
）

　

緑
化
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

緑
化
活
動
支
援
事
業
の
補
助
金
交

付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
物
資
の
助
成
か
ら
補
助

金
交
付
制
度
に
変
更
し
ま
し
た
。

手
続
方
法
も
変
わ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

応
募
で
き
る
方

▼
市
内
各
地
域
で
緑
化
活
動
を
行

な
う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
団
体

▼
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
た
め

に
結
成
さ
れ
た
団
体

補
助
金
の
種
類

●
草
花
緑
化
活
動
コ
ー
ス

対
象
の
活
動
に
必
要
な
額
（
上
限

２
万
円
）
…
市
内
の
公
に
開
放
さ

れ
た
場
所
で
、花
壇
・
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
の
新
設
、
増
設
、
維
持
管
理

を
行
な
う
場
合
、
ま
た
、
講
習
会
、

研
修
会

●
樹
木
緑
化
活
動
コ
ー
ス

対
象
の
活
動
に
必
要
な
額
（
上
限

５
万
円
）
…
市
内
の
公
に
開
放
さ

れ
た
場
所
で
、
新
規
に
樹
木
を
植

栽
す
る
場
合
の
み
を
対
象

募
集
数

草
花
緑
化
活
動
コ
ー
ス
…
15
団
体

樹
木
緑
化
活
動
コ
ー
ス
…
２
団
体

募
集
期
間

５
月
11
日
㈪
～
６
月
12
日
㈮

※
各
コ
ー
ス
申
込
が
予
定
数
を
超

え
る
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
景
観
係
（
☎
23
―
５
２
０
０
）

　

自
衛
隊
員
募
集

●
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

陸
上
、
海
上
、
航
空
各
自
衛
隊

の
中
枢
と
な
っ
て
活
躍
す
る
陸･

海
・
空
曹
自
衛
官
養
成
コ
ー
ス
。

応
募
資
格

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
方
（
昭
和
58
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

募
集
期
間　

12
日
㈫
ま
で

試
験　

第
１
次
試
験　

23
日
㈯

第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次

試
験
が
あ
り
ま
す
。

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

一
般
大
学
等
出
身
の
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
と
し
て
採
用
後
、
一
定
期

間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。「
一
般
幹
部

候
補
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含

む
）」「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」

「
医
科･

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
」
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

12
日
㈫
ま
で

試
験　

16
日
㈯

※
く
わ
し
く
は
自
衛
隊
米
子
地
域

事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

期
間　

４
月
～
７
月
（
全
10
回
）

募
集
人
員　

30
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

会
場

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
東
山
庭
球
場

参
加
料　

3,000
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

健康づくり地域サポート基礎講座
地域での健康づくりを実
践していただくボラン
ティアを養成する講座で
す。住み慣れた地域で、
すぐにできる運動方法な
どを学びます。
この活動を通じて、歳をとっても住み慣れた地域でい
きいきと過ごしていくことのできる地域づくりを一緒
に目指していきましょう。

１回目
25日（月）
午後１時30分～３時30分

よなGO!GO! 体操、
GOプラス運動、
すこやかオーラル体操、
講義など２回目

６月２日（火）
午前10時～正午

▼会 場　いずれも「ふれあいの里」１階大会議室

▼対 象　地域活動で実践的に活動できる方

▼参加費　無料
■申込・問い合わせ　長寿社会課（☎２３－５１５５）

子
育
て
も
料
理
ご
み
出
し
共
同
と　

あ
な
た
と
わ
た
し
の
合
言
葉　
　
　
　
　

市
民
応
募
作
品



　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

10
日
㈰
午
前
８
時
10
分
Ｊ
Ｒ
米
子

駅
集
合
（
午
前
８
時
30
分
発
）、

行
き
先
…
西
出
雲
方
面
（
し
ま
ね

花
の
郷
、
出
雲
民
芸
館
他
、
行
程

約
８
㎞
）、
弁
当
持
参
、
運
賃
（
大

人
往
復
2,200
円　

入
館
料
560
円
）、

解
散
予
定
午
後
４
時
、申
込
不
要
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

第
41
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会

　

出
漕
申
込
受
付
中

申
込
期
限　

22
日
㈮

（
当
日
必
着
）

大
会
日
時

７
月
12
日
㈰

午
前
７
時
～　

会
場　

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

出
漕
料

１
ク
ル
ー
…
１
万
５
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

中
国
語
入
門
講
座

中
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
中
国

の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

６
月
９
日
～
９
月
15
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

（
原
則
と
し
て
火
曜
日
、
全
15
回
）

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
402
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

こ
れ
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
よ
う

と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
平
成

20
年
度
に
実
施
し
た
中
国
語
入
門

講
座
の
受
講
生
は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

夏シ
ャ　

霊リ
ン

受
講
料　

無
料（
資
料
代
1,000
円
要
）

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
19
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

　

養
成
講
習
会

目
と
耳
に
重
複
し
て
障
害
が
あ
る

方
（
盲
ろ
う
者
）
の
支
援
を
す
る

人
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

情
報
獲
得
・
移
動
等
の
支
援
方
法

を
学
び
ま
す
。

場
所
・
日
時　

●
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

（
鳥
取
市
扇
町
）

６
月
６
日
～
12
月
19
日

お
お
む
ね
隔
週
土
曜
日
・
全
16
回

●
北
栄
町
中
央
公
民
館
大
栄
分
館

（
東
伯
郡
北
栄
町
由
良
宿
）

６
月
１
日
～
12
月
14
日

お
お
む
ね
隔
週
月
曜
日
・
全
16
回

ど
ち
ら
か
で
受
講
し
て
下
さ
い

▼
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

対
象　

高
校
生
以
上
で
盲
ろ
う
者

の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方

定
員　

20
人

申
込
締
切　

22
日
㈮

申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
盲
ろ
う
者
友
の
会
養
成
事

業
事
務
局
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
35
―

０
１
１
９
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

テ
ー
マ

地
球
環
境
を
診
断
す
る
―
温
室
効

果
ガ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
―

講
師　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

　
　
　

教
授　

藤ふ
じ
ぬ
ま沼

康や
す
み実

さ
ん

と
き　

９
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ

「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

※
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

講
座
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境
大
学
企

画
広
報
課
（
☎
０
８
５
７
―
38
―

６
７
０
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
７

―
38
―
６
７
０
９
・
Ｅ
メ
ー
ル
…

kouryu@
kankyo-u.ac.jp

）

米子市では、可燃ごみの約半分を生ごみが占めており、生ごみ
を減らすことがごみの減量化に取り組む上での課題の一つと
なっています。そこで、市民の皆さんにご家庭で自主的に生ご
みの減量、リサイクルに取り組んでいただくために、生ごみ処
理機などの購入費を補助します。
なお、平成21年３月31日以前に購入された生ごみ処理機などは、
補助の対象となりません。

■補助金の額

▼生ごみ処理機（電気式）
　購入金額の３分の１（100円未満切捨て）　上限 20,000円

▼生ごみ処理容器（コンポスト容器・密閉式容器・生ごみ水切
　り容器）
　購入金額の３分の１（100円未満切捨て）　上限 3,000円

■申込受付期間　５月１日（金）～平成22年２月26日（金）
※予算がなくなり次第終了します。
※申込方法など、くわしくは「米子市ホームページ」をご覧い
ただくか、環境政策課におたずねください。
■申込・問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

リサイクルプラザからのお知らせ
平成21年７月１日からリサイクルプラザへの不燃ご
みなどの持ち込み処理手数料を改定します。ご理
解、ご協力をお願いします。
■対象品目
不燃・不燃性粗大ごみ、ビン・缶、ペットボトル
（持ち込みできる全ての品目が対象）
■手数料

現行 平成21年７月１日から

個人の方 無料
10kg あたり 170円

事 業 所 90kg あたり1,020 円

■持込受付時間　午前８時30分～午後４時
なお、家電リサイクル法の対象品目は、ブラウン
管式テレビ（処理手数料 2,835円）のみ、持込み
できます。
■問い合わせ
鳥取県西部広域行政管理組合　リサイクルプラザ
（☎６８－４０７１）

家
事
全
般　

家
族
で
や
る
の　

あ
た
り
ま
え　
　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒



平成21年度

第１回しゃべって未来や
ココロとからだを軽くする実践講座

～介護いらずの老い支度～

■講師　青
あおやま

山典
の り よ

代さん（鳥取県フォークダンス連盟理
事・鳥取県老人クラブ健康づくり推進員）

世界一の長寿国日本！
女性の平均寿命が 80歳を超えた今、楽しく元気に
年齢を重ねたいですね。元高校体育教諭で、退職後
も多方面でハツラツと活躍中の青山典代さんをお
迎えして、座ってできる体操や、楽しいダンスをま
じえて、元気な身体と心づくりの秘訣をうかがい、
みんなでおしゃべりしませんか。
介護いらずで人生を楽しく過ごす極意を知りたい
みなさん、ぜひご参加ください。

■と き　13日（水）　午後１時30分～３時30分
■ところ　米子市男女共同参画センター
　　　　　かぷりあ第１会議室
　　　　　（「米子駅前サティ」４階）
■参加人数　30人（要予約、定員になり次第締切り）
■問い合わせ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）

平成21年度（第45回）

米子人生大学開講
生涯学習講座「米子人生大学」を、下記のとおり開講します。

多数の皆様のご参加をお待ちしています。

■期日　６月15日（月）～ 11月16日（月）　年間11回

　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）　

※開講式は６月15日（月）午後１時30分から（開場午後１時）

■会場　米子市文化ホール　メインホール

■申込方法
ご案内チラシ下部の申込票で、生涯学習課か各公民館にお申し

込みください。案内チラシは、生涯学習課・市役所１階ホール・

各公民館などにあります。電話申込みはできません。

■受講料　年間 1,000円　

※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。

■問い合わせ　生涯学習課（市役所第２庁舎　☎２３－５４４４）
▼６月の講座（年間スケジュールはチラシ裏面参照）

とき 内 容

６月
15日

（月）

米子人生大学開講式（午後１時30分から）
【公開講座】（午後２時から）

「認知症の最新情報～認知症にならないまちづくりを～」

鳥取大学大学院　医学系研究科　教授　浦
うらかみ

上克
か つ や

哉さん
６月
29日

（月）

「大山町の昔話『鶴の恩返し』を中心に」

出雲かんべの里　館長（前鳥取短期大学 教授）洒
さ か い

井董
ただよし

美さん

※とっとり県民カレッジ連携講座です。

※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年受講賞

を設けています。

第16回 米子の都市景観写真展
「見つけよう米子の景観！」スローガンに『人が集う風

けし き

景』をテーマとした写真を募集します。
■テーマ　「人が集う風

け し き

景」　～いきいきした人が集い、楽しさが伝わってくる街並や風景～
「米子がいな祭」「米子桜まつり」などの大きな祭から、地域の伝統があるじげの祭のほか、子どもたちが楽しく参加する祭、
若者達が開催するさまざまなイベント、「トライアスロン皆生大会」、｢ 戸板市 ｣ など、米子市内には人が集う場所がたくさ
んあります。
そこで、今回「いきいきとした人が集い、楽しさが伝わってくるような街並や風景」を募集します！
■募集規定

▼白黒またはカラープリントで２Ｌまたはキャビネ（印画紙で応募の場合、
Ａ５またはＢ６も可） ▼必ず米子市内で撮影、縦・横の別、解像度・画素
数不問、未発表のものに限ります ▼組写真可、３枚まで ▼撮影時期は平成
20年 10月以降 ▼米子市外の方も応募可
■募集期間　５月１日（金）～８月17日（月）
■応募方法などくわしくは都市計画課にお問い合わせください。
※最優秀賞、優秀賞、入選、佳作など適宜
■作品は、10月下旬から市役所などに展示予定です。
■応募・問い合わせ　都市計画課（☎２３－５２００）

一
人
じ
ゃ
な
く
て
二
人　

始
め
よ
う
本
当
の
子
育
て　
　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒

生涯学習相談
興味のあること。好きなことから始めてみませんか。
市主催の学習講座や市内公民館で活動しているサー
クルなどを紹介しています。
■ところ　生涯学習課（市役所第２庁舎　３階）
　　　　　☎２３－５４４４　　
■と き　午前10時～正午・午後１時～４時
　　　　　（土、日、祝日を除く）



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

加 茂
住 宅 両 三 柳

11R1 102 高層耐火
６ 階 建 2LDK 28,900

～ 56,700 H11
（車椅子専用入居）

11R2 203 高層耐火
６ 階 建 3LDK 29,400

～ 57,700 H11

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で
のお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方
　（平成21年４月から、市営住宅入居収入基準が変わりました。
　くわしくは、お問い合わせください。）
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がない方
●暴力団員でないこと
■車いす対応住宅
車いすを常時使用される方がおられる世帯が対象となります。
■申込受付期間　１日（金）～ 14日（木）　土・日・祝日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　18日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（月）
次回の市営住宅入居者募集期間は６月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）も募集しています。上記の公営住宅に比べ、収
入基準が高い世帯が対象となります。（単身不可）
また、店舗（所在地：東町　27.72㎡　家賃月額 33,000円）
も募集しています。
特定公共賃貸住宅・店舗についてのお問い合わせは、随時
受け付けています。

第23回　県民による「第九」米子公演
合唱団員・オーケストラ団員・

練習ピアニスト募集
■募集人員

▼合唱団員…160人（応募が多い場合、パートによって
は、お断りする場合もあります。）

▼オーケストラ団員…弦楽器若干名（応募される前に事
務局へお問い合わせください。）

▼練習ピアニスト…若干名（参加費不要）
■応募資格　①高校生以上（高校生は学校への届出が必
要）②合唱団員：第九の経験者・初心者を問わず、積極
的に練習に参加できる方③オーケストラ団員：オーケス
トラでの演奏経験のある方で、練習に参加できる方
■募集期限　24日（日）まで
※詳しい応募方法は、事務局まで電話でお問い合わせく
ださい。公会堂・文化ホール等にも募集要項が置いてあ
りますので、ご利用ください。
■公演

▼とき　11月22日（日）午後２時開演

▼ところ　米子市公会堂　大ホール

▼指揮　松岡　究
（東京オペラ・プロデュース指揮者　米子第九合唱団指導者）

▼ソリスト　ソプラノ：寺内智子　ア ル ト：福間章子
　　　　　　テノール：経種廉彦　バリトン：吉田章一
■問い合わせ
第九米子公演推進委員会事務局（☎３１－１２６６）

（平日午前 10 時～午後４時）

第51回　米子市音楽祭
♪聴いてくれてありがとう♪

米子市音楽祭の季節がやってきました。
今年は♪聴いてくれてありがとう♪ をテーマに地元の
音楽家たち 53団体が演奏。
今回、楽器部門をヴァイオリンやハンドベル、和筝な
どの生楽器による「アコースティック」と、エレキギター
や大正琴、リズムアンサンブルなど音響装置を使う「エ
レクトリック」の２つに分けました。
これまでのＪＡＺＺ・合唱と合わせ、４ジャンルの個性
あふれるステージが皆様をお待ちしています。

コンサート名 とき ところ

ＪＡＺＺセクション ６月６日（土）
午後６時～

文化ホール
（メインホール）

楽器
(アコースティック・サウンド)

６月７日（日）
午後２時～

文化ホール
（メインホール）

合唱祭
ふれあいコンサート

６月14日（日）
午後２時～

文化ホール
（メインホール）

楽器
(エレクトリック・サウンド)

６月21日（日）
午後２時～

淀江文化センター
（さなめホール）

■チケット　一般 500 円 ､　中学生以下無料
（１枚のチケットで４日間すべてのコンサートに入場可）
■問い合わせ　米子市文化ホ－ル（３５－４１７１）

休
日
は
料
理
も
清
掃
も
家
族
で
役
割
分
担
で　
　
　
　
　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

所得制限により児童手当を
受給していない方へ

小学校６年生までの児童を養育している方で、現在所得
制限により児童手当を受給していない方は、５月中に再
度申請してください。また、所得制限額について、くわ
しくはお問い合わせください。
■問い合わせ　児童家庭課（☎２３－５１３５）
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お子さんの予防接種

◆結核予防接種（BCG）◆
生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、翌月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H21年１月31日～２月12日生 ５月12日（火）
H21年２月13日～２月28日生 ５月29日（金）
H21年３月１日～３月12日生 ６月12日（金）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H20年６月生 １回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で１回
目、２回目を受け
てください。

５月27日（水）

H20年７月生 ６月10日（水）

H20年８月生 ６月23日（火）

H20年９月生 ５月28日（木） ９月９日（水）

H20年10月生 ６月11日（木） ９月29日（火）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。

■と き　24日（日）（午前９時～午後３時）
■ところ　航空自衛隊美保基地内
■航空機地上展示　Ｃ-１、ＹＳ-11、　Ｔ-400 など
■航空機展示飛行　ブルーインパルス、Ｆ-15、Ｆ-２など
■主要装備品展示
　移動式警戒レーダー、航空機車輪の作動展示など
■駐車場等について

▼ 無料駐車場は、飛
行場南地区と基地の
北・西側に用意する
予定ですが混雑が予
想されますので、公
共交通機関の利用を
おすすめします。

▼基地と無料駐車場の間を、民間運営のシャトルバス（有料）
を運行する予定です。

■注意事項（例年と違いますのでご注意下さい）
▼自家用車での基地内乗り入れはできません。

▼障がい者補助犬以外の動物（犬、猫等）を連れての入場は一
切出来ません。

▼飛行場地区内（コンクリート地）でのシート類、椅子・脚立・
三脚などは使用できません。（グランド等の休憩場所では使用可）

▼障がいがある方のご来場については、基地ホームページでご
確認いただくか、基地渉外室へお問い合わせください。

▼ゴミなどは各自で必ずお持ち帰り下さい。
■問い合わせ　航空自衛隊美保基地渉外室広報班（☎４５－０２１１）

ＪＲ米子支社からのお知らせ
　30日（土）の夜から 31日（日）の早朝にかけて、米子
駅の構内改良工事を行ないます。この工事に伴い、30日（土）
午後９時から 31日（日）午前５時30分までの間、山陰本線
伯耆大山駅から米子駅間、米子駅から安来駅間と境線で列
車の運転を取りやめます。
　なお、列車の運休に伴い、いずれの区間でもバスなどに
よる代行輸送を行ないます。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願い
します。
■問い合わせ
　西日本旅客鉄道㈱米子支社営業課（☎３２－８０５６）
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犬の登録と狂犬病予防注射日程表
（平成21年度補足分）

月 日 場 所 時 間

６月
２日

（火）

夜 見 公 民 館 午後１時30分～１時50分

富 益 公 民 館 午後２時～２時20分

和 田 公 民 館 午後２時40分～２時55分

彦 名 公 民 館 午後３時10分～３時30分

６月
３日

（水）

湊 山 体 育 館 午前９時30分～９時50分

義 方 公 民 館 午前10時10分～10時40分

大 和 公 民 館 午後２時30分～３時

淀 江 公 民 館 午後３時20分～３時40分

６月
４日

（木）

五千石公民館 午前９時30分～９時50分

永 江 公 民 館 午前10時～10時15分

尚 徳 公 民 館 午前10時25分～10時50分

住 吉 公 民 館 午後１時30分～２時

加 茂 公 民 館 午後２時15分～２時45分

６月
５日

（金）

福米東公民館 午前９時30分～９時50分

福米西公民館 午前10時～10時20分

福生西公民館 午前10時35分～10時50分

福生東公民館 午前11時05分～11時25分

県 公 民 館 午後１時30分～１時45分

啓 成 公 民 館 午後２時10分～２時25分

■料 金　初めて登録する犬…5,950 円
　　　　　登録済みの犬…2,950 円

▼生後91日以上の犬を飼っている方は、登録と年１回の
予防注射をすることが法律により義務付けられています。

▼すでに登録されている方は犬の登録証を必ずご持参く
ださい。

▼犬に首輪を必ずつけ、注射のときに犬をおさ
えることができる方が連れてきてください。

▼犬の状態（興奮、暴れるなど）によって、
予防注射ができない場合もあります。

▼犬の表示シール（80円）も会場で取り扱っています。

▼動物病院でも同じ料金で予防注射ができます。その場
合は、獣医師の発行した証明書を持って、健康対策課か、
淀江支所市民生活課においでいただき、注射済票の交付
を必ず受けてください。

５月31日は

さあ、すすめよう！ 防煙・禁煙・分煙
☆禁煙したい方を応援します！
☆みんなで「たばこ」について考えてみましょう

■と き　31日（日）　午後１時～３時
■ところ　ジャスコ日吉津店　東館１階　ふれあいコート

■対象者　禁煙をしたい方、たばこに関心のある方
■内 容　専門医による禁煙相談（無料）、ニコチンパッチの
処方、肺年齢測定、呼気中の一酸化炭素濃度測定、紙芝居コー
ナー、ニコチン依存度チェック、ポスター・パネルの展示等
■主 催　世界禁煙デー in 米子実行委員会

マタニティー応援教室〈両親学級〉
■対象者　妊娠中のママとパパ
■ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
■日程と内容（いずれも午後１時30分～４時）

５月
25日
(月)

◎お口の手入れ
◎パパにもできる赤ちゃんのお世話
◎妊娠中・産後の食事
◎もく浴体験
　( 赤ちゃんの人形で実際にお風呂の入れ方を体験します )

６月
29日
(月)

◎先輩ママの体験談
◎おっぱいの手入れ
　( 実際の手入れは妊娠 37 週を過ぎてから )
◎お産を楽にするコツ
　( 陣痛が始まってからの心構え、呼吸法など )

※申込不要。母子健康手帳を持ってお出かけください。

おわびと訂正
平成21年度米子市『ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保
ガイド』の 15～ 16ページの表「個別接種取扱医療機関名簿」の中
で、誤りがありましたので、おわびして訂正いたします。
また、削除と追加がありますのでご確認ください。
１．訂正　「上新印　野坂医院」　
　　（誤）記号「○」　→　（正）「◆」
　　麻しん風しん混合（MR）3期・4期のみ受けられる医療機関
２．医療機関　削除　「万能町　宝意内科医院」
３．医療機関　追加
　　（麻しん風しん混合（MR）3期・4期のみ受けられる医療機関）
　　旗ヶ崎　旗ヶ崎内科クリニック　電話 24 － 5188「◆」



施設の催し
◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
か
ら
す
座
物

語
・
か
み
の
毛
座
物
語
」

《
投
影
開
始
時
刻
》

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
（
投
影
時

間
約
40
分
）

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
300
円
。

◆
春
の
バ
ラ
展（
協
力
・
米
子
バ
ラ
会
）

16
日
㈯
、
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
館
内
外
で
バ
ラ
の
香
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
ク
ラ
ブ「
も
く
も
く
」

　

初
心
者
の
日

27
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午
、
は
が
き

サ
イ
ズ
の
木
の
パ
ズ
ル
作
り
。
参
加

費
450
円
、
13
日
㈬
か
ら
受
付
開
始
。

◆
あ
お
ぞ
ら
え
ほ
ん
ひ
ろ
ば

30
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
天
候
が
良

け
れ
ば
屋
外
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
・
幼
児
～
大
人
。

◆
天
体
観
測
会
「
望
遠
鏡
で
月
を
み

よ
う
」（
協
力
・
米
子
星
の
会
）

30
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30

分
、
対
象
・
幼
児
～
大
人
、
20
組
、

16
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
開
始
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク（
協

力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
と
休
日
の
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
。
屋
外
に

冒
険
遊
び
場
を
開
い
て
い
ま
す
。
自

分
で
遊
び
を
見
つ
け
て
、
い
ろ
ん
な

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
対
象
・
幼
児
～

大
人
、
団
体
可
（
要
事
前
申
込
）。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業　

（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
ぶ
工
作
、
将
棋
、
こ
ま
、

ベ
ー
ゴ
マ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

を
『
お
お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て
ご

希
望
の
場
所
に
出
掛
け
る
「
お
お
ぞ

ら
コ
ー
ス
」、
天
体
望
遠
鏡
で
星
を

見
る
「
天
体
観
測
コ
ー
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

電
話
受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
館
日　

５
日
を
除
く
毎
週

火
曜
日
と
、
７
日
㈭
、
８
日
㈮
、
11

日
㈪

●
セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
は
駐
車
禁
止

で
す
。
路
上
駐
車
し
な
い
よ
う
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
開
館
日
は
、
申
請
す
れ
ば
有
料
で

午
後
10
時
ま
で
利
用
可
。

◆
Ｇ
Ｗ
記
念
企
画
「
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

の
缶
バ
ッ
チ
を
作
ろ
う
！
」

６
日
㈬
ま
で
。
開
館
時
間
中
い
つ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
材
料
費
１
個
に

つ
き
100
円
。
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
Ｇ
Ｗ
特
別
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

▼
２
日
㈯
「
シ
ギ
の
観
察
」

▼
３
日
㈰
「
貝
殻
掘
り
」

▼
４
日
㈪
「
春
の
草
花
観
察
」

▼
６
日
㈬
「
中
海
の
ゴ
ミ
調
べ
」

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
、
申
込

不
要
。
元
気
に
歩
け
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
集
合
：
水

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
こ
ど
も
の
日
記
念
企
画

　
「
紙
で
鳥
の
パ
ズ
ル
を
作
ろ
う
！
」

５
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午
、
小
学
生

以
上
対
象
先
着
20
人
、
要
予
約
、
材

料
費
100
円
。
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
愛
鳥
週
間
記
念
企
画
「
カ
イ
ツ
ブ

リ
の
浮
き
巣
台
を
作
ろ
う
！
」

９
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
、
小
学
生

以
上
対
象
先
着
15
組
、
要
予
約
、
材

料
費
300
円
。
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
他
の
湿
地
に
学
ぼ
う
！
フ
ラ
イ

ウ
ェ
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
勉
強
会

24
日
㈰
午
後
１
時
～
２
時
。
入
館
料

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広
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の
み
必
要
で
す
。

米
子
水
鳥
公
園
が
加
盟
す
る
水
鳥
の

飛
来
地
の
交
流
を
進
め
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
他
の
湿
地

の
活
動
を
示
し
な
が
ら
勉
強
し
ま

す
。

●
水
鳥
公
園
が
会
場
の
企
画
に
は
、

高
校
生
～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料

300
円
が
必
要
で
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
園
日　

５
日
を
除
く
毎
週

火
曜
日
と
、
７
日
㈭

◆
第
２
回　

淀
江
ウ
ォ
ー
ク

　
「
淀
江
の
魅
力
再
発
見
」

史
跡
と
ロ
マ
ン
の
地
・
淀
江
町
内
の

約
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
確
か
め

学
び
ま
す
。

４
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午
、
集
合
・

解
散
場
所
：
市
役
所
淀
江
支
所
駐
車

場
、
参
加
費
500
円
（
資
料
代
、
保
険

代
）、
定
員
20
人
、
要
申
込
。

▼
申
込
、
問
い
合
わ
せ
は
山
陰
歴
史

館
（
☎
22
―
７
１
６
１
）
ま
で
。

開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

５
日
を
の
ぞ
く
毎

週
火
曜
日
と
、
７
日
㈭



▼
研
究
発
表
「
日
野
郡
の
金か

な
や
こ

屋
子
信

仰
に
つ
い
て
の
一
考
察
」・
発
表
者

…
高
杉
初
子
さ
ん
、「
農
民
運
動
と

治
安
維
持
法
」（
仮
題
）・
発
表
者
…

中
井
龍
一
さ
ん

◆
古
文
書
研
究
会

30
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、
大
会
議

室
、「
米
子
神
社
由
来
記
か
ら
幕
末

期
に
米
子
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
神
社

の
由
来
記
を
読
む
」（
第
１
回
）、
講

師
…
中な

か　

宏こ
う

さ
ん

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
、
お
金
を

増
や
す
仕
組
」

23
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時
、
大
会
議

室
、原
則
事
前
申
込
。
く
わ
し
く
は
、

㈳
鳥
取
県
高
齢
・
障
害
者
雇
用
促
進

協
会
（
☎
0857
―
32
―
８
２
６
０
）
へ
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

▼
特
許
無
料
相
談
会

12
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
、
特
設
文
庫
室
、
事
前
申
込
み

▼
特
許
情
報
相
談
会

26
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。

く
わ
し
く
は
、
㈳
発
明
協
会
鳥
取
県

支
部
（
☎
0857
―
52
―
６
７
２
８
）
へ
。

▼
就
農
相
談
会

24
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
特

設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。
く
わ
し

く
は
、
㈶
鳥
取
県
農
業
担
い
手
育
成

基
金
（
☎
0857
―
26
―
７
５
９
９
）
へ
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
31

日
（
月
末
資
料
整
理
）

企
画
展
「
米
子
今
昔
―
昭
和
の
学
び

舎
―
」

２
日
㈯
～
６
月
１
日
㈪
、
入
場
無
料

◆
民
話
の
へ
や
（
共
催
：
ほ
う
き
民

話
の
会
）

17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分
、

２
階
「
い
ろ
り
の
間
」、民
話
４
話
（
つ

ゆ
草
の
娘
・
く
わ
ず
女
房
・
小
僧
の

小
便
・
か
じ
か
び
ょ
う
ぶ
）、
民
話
ひ

と
く
ち
解
説
：
酒さ

か
い井
董た

だ
よ
し美
さ
ん

◆
第
10
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

ボ
ー
カ
ル
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
演
奏
。
22
日
㈮
午
後
７
時

～
８
時
30
分
、
参
加
費
500
円
（
コ
ー

ヒ
ー
、
お
菓
子
つ
き
）、
定
員
65
人
。

前
売
券
が
必
要
で
す
。当
日
券
な
し
。

開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

５
日
を
の
ぞ
く
毎

週
火
曜
日
と
、
７
日
㈭

◆
体
験
学
習

　
「
ま
が
玉
・
石
包
丁
つ
く
り
」

ま
が
玉
、
石
包
丁
を
つ
く
り
ま
す
。

２
日
㈯
～
６
日
㈬
・
９
日
㈯
・
16
日

㈯
・
23
日
㈯
・
30
日
㈯
、
午
前
10
時

～
午
後
３
時
、
研
修
室
、
参
加
費
300

円
（
材
料
費
・
保
険
代
）、
対
象
：

小
学
５
年
生
～
一
般
（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
考
古
学
教
室

山
陰
歴
史
館
の
収
蔵
品
を
用
い
て
自

分
で
実
物
資
料
に
触
れ
な
が
ら
考
古

学
を
学
び
ま
す
。

24
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
、研
修
室
、

参
加
費
500
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）、

定
員
10
人
、
要
申
込
。

▼
申
込
、
問
い
合
わ
せ
は
山
陰
歴
史

館
（
☎
22
―
７
１
６
１
）
ま
で
。

開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日　

５
日
を
の
ぞ
く
毎

週
火
曜
日
と
、
７
日
㈭

◆
第
１
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル

　
「
美
術
上
映
会
」

「
ク
レ
ー
～
色
彩
の
管
弦
楽
～
」
と

「
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
～
抽
象
画
の

騎
士
～
」
の
２
本
を
上
映
し
ま
す
。

10
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、
第

５
展
示
室
、
参
加
無
料
、
定
員
40
人

程
度
、
申
込
不
要
。

◆
第
49
回 

米
子
市
美
術
展
覧
会

６
月
５
日
㈮
か
ら
13
日
㈯
［
会
期
中

無
休
］
ま
で
、
第
49
回
米
子
市
美
術

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
出
品
部
門　

洋
画
・
日
本
画
・
書

道
・
写
真
・
工
芸
・
彫
刻

▼
出
品
資
格　

市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
に
お
勤
め
、
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
、
市
内
の
美
術
団
体
に
所
属

す
る
方
。（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

▼
搬
入
日　

５
月
31
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
搬
入
場
所　

米
子
市
美
術
館

※
開
催
要
項
は
、
文
化
課
、
美
術
館
、

公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

た
だ
し
、４
日
㈪
、５
日
㈫
、７
日
㈭
、

21
日
㈭
、
28
日
㈭
、
31
日
㈰
は
、
展

示
替
え
作
業
の
た
め
閉
館
し
ま
す
。

◆
つ
つ
じ
読
書
会

９
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

塩し
お
の
な
な
み

野
七
生
著
（
新
潮
社
）「
ロ
ー
マ

亡
き
後
の
地
中
海
世
界　
下
（
前
半
）

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、『
論
語
新
釈
』　

宇う

の野
哲て

つ
と人　
著

（
講
談
社
学
術
文
庫
）「
為い

政せ
い
へ
ん篇
」
を

読
み
ま
す
。
参
加
自
由
。
テ
キ
ス
ト

は
書
店
な
ど
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

☆
15
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◆
伯
耆
文
化
研
究
会
５
月
例
会

16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
・
大
会
議
室

有

料

広

告



新米子の文化財
米子城跡　　国指定史跡

　「梅雨晴れや朝日に匂う久米ケ城」とうたわれた米子城は、山陰の他の
城に先駆けて築かれた本格的な近世初期の城郭で、山陰を代表するもの
です。
　本格的な米子城の築城は、天正19年（1591年）、吉川広家により湊山で
開始されましたが、慶長５年（1600年）の関ヶ原の戦いに敗れた吉川氏は
岩国に国替えとなり、その後、領主となった中村一忠により、慶長７年
（1602年）頃に米子城は完成したといわれています。
　城は標高約90メートルの湊山を中心に、北の丸山、東の飯山を出丸とし、
内堀と中海で城山を取り囲み、さらに外郭に武家屋敷を配し外堀を巡ら
せた典型的な平山城です。湊山山頂部に総石垣で囲った本丸があり、御

ご

殿
てん

が置かれていた二の丸、二の丸の南東下には大型の枡
ます が た

形を備えていま
す。当時の建物は残っていませんが、天守閣、四重櫓

やぐら

の礎石や本丸、二
の丸などの郭、石垣は良く残っています。
　米子城跡は、近世初期の平山城の風情を色濃く残した貴重な歴史遺産
であり、平成18年１月に国史跡に指定されています。同時に、本丸から
の素晴らしい眺望や緑豊かな自然など安らぎと潤いをもたらす貴重な都市空間です。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課　〒 683-8686 米子市加茂町一丁目１番地　☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

　５月の温かい日差しの中、水鳥のために刈り込んである草原に、細長い茎の先にかわいい紫色の

花をたくさんつけた植物を見つけました。マツバウンランです。

　この植物は、その名の通り、松葉のような細い茎にちいさな葉っぱをつけた姿をしています。草

丈の短い乾燥した荒れ地に生える植物なので、皆さんの家のお庭にも生えているかもしれません。

よく見るとかわいらしいきれいな花で、インターネットにはファンサイトがあるほどです。

　ランという名前が付いていますが、実はランとは別のゴマノハ科の植物です。似た形の花を咲か

せることが名前の由来となった、海岸植物のウンランもランの仲間で

はありませんから、二重の誤解の結果といえるかもしれません。

　米子水鳥公園でこのマツバウンランの花を見ることができるのは、

ほんの一瞬です。５月にふと気がつくと茎が伸びて一面に花を咲かせているのですが、10日

もすると茶色く枯れ始め、一週間後にはなくなってしまいます。この植物は北米原産の外来種

で、このような短い生活史のため、簡単に日本に入り込むことができたのでしょう

　植物というのは、数千年間かけて大木となって生きる縄文杉のようなタイプもあれば、たっ

た 10センチ程度の細い茎を、１か月ほどで伸ばし、花を咲かせたらすぐに種をつけて枯れて

いく植物もあるのです。

　植物にはいろいろな生き方がありますが、どの生き方もの次の世代を残すことに一生懸命で

あることに変わりありません。

水鳥公園指導員　神
か み や

谷　要
かなめ

米子市の人口と世帯数　平成21年４月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,137人 ( －457人)　男性 71,217人 (－270人)　女性 78,920人 (－187人)　世帯数 62,107世帯 ( －70世帯)

水鳥公園からのたより

マツバウンラン
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